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を越えて向き合う場であると述べられました。

続いて各学部・部局からは、今年度の取り組みや

次年度計画の工夫点、現場で見える課題が共有され

ました。その中で、主に つの課題が話題に上がり、

それに対する解決案についても意見が出されました。
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ＤＥ＆Ⅰ推進に向け、
部局長による学部等横断セッションを開催！

＜外国人教員・留学生へのサポートについて＞

■ 課題

・日本語のみの文書・掲示が多く、情報が届かない

・多言語配慮の不足（食堂・自販機・掲示など、日本語が前

提）

・留学生の学習レベルと授業レベルとのミスマッチ

■ 出された解決案

・写真・ピクトグラム・色分けの活用（非言語情報）

・やさしい日本語の導入（NHKの取り組みにならう）

「やさしい日本語」FD研修の導入

・会議や資料をDX化し、簡素化・多言語化・視覚化推進

・多言語対応アプリ・翻訳ツール活用（例：Googleノート

ブック80言語）

・ VR等 ICT 利活用による支援（情報理工学部の研究例）

・留学生の論文支援制度（日本人TA/チューターの配置 アカ

デミックアドバイザーをヒントにする）

・学部横断的なコミュニティづくりと交流促進

・高度学習者向け・留学生向け専門プログラム、コースの新

設案

月 日、本学神山天文台

ホールにて「令和７年度ＤＥ＆

Ｉオープンセッション」が開催

され、部局長をパネリストに迎

え、オンラインも含め 名の

教職員が参加しました。

冒頭、学長より、ＤＥ＆Ｉ推

進は本学の理念を実践する重要

な柱であり、本日は学部や立場

＜ライフイベント期のサポートについて＞
■ 課題

・個々の事情(子育て‣介護‣病気等)により負担が大きく違う

・委員会・業務負担が偏ると「不公平感」が生まれる

・休業や配慮の制度はあっても自ら言い出しづらい

■ 出された解決案

・好事例として、理学部のマンツーマン面談が紹介された

（学部長が全教員と面談し、一人ひとりの事情を直接把握）

・制度的に負担軽減できる仕組みを構築(善意ではなく組織と

して)
・オンライン会議の積極活用

・特に休日開講時の保育室について整備

・育休・介護休暇の利用促進と理解の周知

・職員の場合、代替要員プールなど、短期間支援できる仕組

みづくり（退職者・OB、OG の活用）

＜ジェンダーバランスについて＞

■ 課題

・女性比率は学部により大きな差がある

・女性教員の採用を意識しているが、実際の選考では採用に

至っていない

・「女性に下駄を履かせる」という誤解

→ 男性優位バイアスという構造的問題の除去が目的

・女性の管理職登用が増えても業務負担が大きく、個別事情

との両立が困難

・非専任職員（女性多数）の待遇差・非専任から専任への

登用のキャリアパスが限定的



京都産業大学 DE&I 推進室

DE＆I（Diversity, Equity ＆ Inclusion) 

■ 出された解決案

・オープンキャンパス・広報施策により女子学生増加を強

化（法学部等の取り組み）

・男性優位バイアスを外す観点での評価（下駄をはかせる

のではなく“特権を脱ぐ”ことを募集の文面で明確に）

・非専任職員も中途採用枠への応募を可能にするなど、正

規職員へのルートをより太くする

・業務の見える化（役割・責務を明確化）で評価の公平性

を担保

オープンセッションの最後には、学部や部局を
越えて協働する姿勢が 推進の原動力となると
の認識が共有され、次年度に向けて具体的な改善
を進めていくことが確認されました。

当日の様子は、 （チームコード：
）より録画視聴が可能です。

視聴いただきましたら、ぜひ参加者アンケートに
て感想をお寄せください。

また、今回話題に上がった「課題」と「解決
案」についてのご意見等がございましたら、ＤＥ
＆Ｉ推進室（

）へお寄せください。

＜メンタルヘルス支援・障害学生支援について＞

■ 課題

・メンタルヘルスをはじめとしたいろいろな障害をもって

いる学生が増加している

・軽度の障害・不調者への支援が漏れやすい

・情報保障（字幕など）のコストが高く、学内イベントで

対応が十分でない

・大学内の神経精神科の予約が混雑しており受診しづらい

・教職員が気軽に相談できる場所が少ない

■ 出された解決案

・軽度者も支援につながる相談ルートの拡充

・情報保障（字幕）の予算確保・標準化

・外部相談窓口（産業カウンセラー協会等）との契約


